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このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただをましてまことにありびとラございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。なお、「取扱説明書」は「保証書」と一緒におず保管してください。 


まを上のごま意(給表巧について) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお使いい 
たださ、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止する 
ために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次のよラ 
になっています。巧容をよく理解してか5本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡または重傷 
を負ラ可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び損害を負ラ巧能 
性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定される内容を示 
しています。 

絵表示の例 

A 么記号はミち意(警告を含む)しなければな5ない内容である 

ことを示しています。 

(\) ( S ) 記号は禁止(やってはいけないこと)を示しています。 

か •記号は行動を強制したり指示する内容を示しています。 


A 注意 


設置 

Q * ぐ5ついた台の上や傾いたところなど不安定な場所に置 
かないでください。落ちたり、倒れた0してけびの原因 
となることびあります。 

A * テレビやオーディオ機器等に本機を接続する場含は、そ 
れぞれの機器の取扱説明書をよ <読み、電源を切0、説 
明に従って接続してください。また、接続は指定のコー 
ドを使用してくださし、。 

本機の上にテレビやオーディオ機器を乗せて移動しない 
で<ださい。倒れたり落下してけがの原因となることび 
おります。 


使用方法 


Q 

Q 

0 


• 長時間音が歪んだ状態で使わないで<ださい。スピー 
カーび発熱し、乂災の原因となることびあります。 

•本機に乗ったり、ぶ5下びったりしないでくださし ' i 。 特 
にお子様はごま意ください。倒れたり、こわれたりして 
けがの原因になることがあ0ます。 

• 本機の上に重いものやが枠か5はみ出るような大きなも 
のを置かないでください。バランスびくずれて倒れた 
り、落下してけびの原因となることびあります。 


ごほ用の刖1<- 

Q このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、目 Q です。負 
荷インピーダンスび6 Q 対応のアンプ（スピーカー出力端子に目 
Q 適含の表示があるわの）へ接続してお使いください。 

• 振動板は、が力により強い衝撃をちえると破損することびありま 
す。振動板には手を触れないでください。 

A スピーカーを過大入力による破損か5守るため下記のを意事項を 
お守りください。 

• 許容入力!^^上の入力を入れない。 

• 本機を含む AV 機器をアンプへ接続するときはアンプの電源をオフ 
にする。 

• グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場合、音量を上 
げすざない。 

• ル出カアンプで無理に大きな音を出さない（アンプの高調波歪び増 
え、スピーカーを破損することびある）。 


ピュアモルトキャビネットの特長 


本機のキャビネットには、ウイスキーを熟成させる樽に使用したホワイ 
トオーク材を再利巧しています。ウイスキーの樽は、樹齢]日日年を超 
えるオーク（樽の木）で作られ、さ5に半世紀じ(上もの間ウイスキーの 
熟成に使用されます。この堅く丈夫な樽材を、スピーカーのキャビネッ 
卜に利巧することで不要な共振の発生を抑え、楽器のような響きを持つ 
樽材の特性により、表現力豊かな美しし''音を再生します。 

ウイスキーの樽材な5ではの特長として、製品によって樽の釘跡やウイ 
スキーの染み跡などびあり、製品一つ一つげ異なる個性を持っていま 
す。同じ物は做こ一つとして無い、個性豊かな風含いの違いをご観質く 
ださし、。 

また、キャビネットに使用した樽が（才ーク材）は天然材のたが、ご使 
用環境下での温度-湿度の変化に敏感に反応します。湿気び多すぎた 
り、乾燥しすぎたりすると音質に悪影響を及ぼすだけでなく、樽材の収 
縮によりキャビネットが変形-変色する恐れびあります。最適な状態で 
末永くご愛用していただくた故に、下の点にごミ主意ください。 

0ほ用上のミ主意 

• 人げ不快に感じる環境は、スピーカーにとっても同じです。快適な 
環境でご使用していただ<ことによ0、本来の性能を十分に発揮で 
をます。ご使巧場所の環境は、しソ下を目安にしてください。 
温度：]日で〜2已で 

湿度： 3日〇/〇〜6日〇/〇 (冬期）/ 4日〇/〇〜7日〇/〇 (夏期） 

• 湿度が高すざる場所では除湿機などを利用し、乾燥しすぎる場所で 
は加湿器などを利用して湿度を調整してください。 

• 直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くには設置しないでくださ 
い。 

• クーラーやス I -ーブなどで、お部屋を急激に冷やしたり暖めたりす 
ると、お部屋び乾燥しすぎることびあるのでごを意ください。 

• が気の影響を受けやずい窓隙などでは、結露ずる恐れびありますの 
でごま意ください。 












• 左ちのスピーカーは u スニングポジションに巧し等距離になるよう 
設置すると自然なステレオ感び得5れます。スピーカーコードも同 
じ長さになるようにしてください。 


• 本機の重量は8.日 kg(l 本当たり)です。設置するときは床面のしっ 
かりした場所を選び、壁面か5は下図に示す程度の距離を目安に離 
して設置してください。 

本機の後面と壁の距離によって低音の量感を調整することびできま 
す。側壁か5の距離で左ちの音質差びないよラ調整してください。 


JT 
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• 左ちのスピーカーシステムの前面びテレビの画面などとなるべく同 
一平面になるよラに設置してください。 

• テレビなどと組み含わせて、よ0良巧な広びりのあるサウンドを実 
現するためには、テレビを左ちのスピーカーシステムの中央に設置 
し、左ちのスピーカーシステムを聴取位置から約已日。〜色日。の角度 
に設置するのび理想的でず。 

• 洋間などでは、壁や床に音び反射または共振しやすくな0ます。壁 
にはカーテン、床にはじゅラたん等を敷くなどして処理することを 
お勧奴しまず。カーテンを部屋の隅まで入れると音のこち0びかな 
くな0ます。またスピーカーの対向面び固い壁の場含わ、厚手の 
カーテンで処理をすると定在波の発生を防ぎ良い結果び得ることび 
でさます。 



前面のグ U ルネットを取り外すことびでさまず。グ U ルネットを着脱 
するときは、攻下のように行ってください。 

1 グリルネットの下側を両方の手で持ち、手前に軽く引っ張る。 

グリルネットの下側をがします。 

2グリルネットの上側を手前に引っ張る。 

グリルネットび本体か5がれます。 

3取り付けるときは、グリルネットの四隅にある巧部を本体の突起 
部に合わせて、巧し込む。 


アンブとの接続 


本機の入力端子はバナナプラグでの接続ちできます。 


1 接続ずるアンプの電源をオフにずる。 

2本機の後面の入力端モ(下側)とアンプのスピーカー出力端テを付 
属のスピーカーコードで接続ずる。 

入力端テの極性はホびプラス©、黒びマイナス©です。 
©端子は白ライン入りのコードで、©端テはライン無しのコー 
ドでつなざます。 

①被覆をはがして先端をまとめる。 


コードを巧に差し込み、短絡 



@ネジを左に回してゆるめ、 
コードととをネジをしめる。 


ライン無しのコード 

アンプのスピーカー 
出力端子の©へ 



短絡コード 


白ライン入りコード 

アンプのスピーカー 
出力端子の©へ 


端テに接続したあと、コードを軽く引いて、コードの先端び端子へ 
確実に接続されていることを確認して<ださい。接続が不完全です 
と音びとぎれた0、雑音の出る原因となります。 

コードの芯線びはみ出して、芯線どラしび触れたりすると、アンプに 
過大な負荷び加わって動作び停止したり、故障することがあります。 
アンプと接続したとを、スピーカーシステム(左ちどちらか)の極 
性(©、 ©) を間違って接続すると、正常なステレオ効果を得るこ 
とびでさません。 


設置について 


スピーカーシステムの再生音は、I」スニングルームの条件によって微 
妙に影響を受けやすいをのです。設置する場所を考慮し、最適な状態 
でお使い < ださし、。 

このスピーカーシステムはブックシェルフ型でず。床に直接置くと、 
床面か5の音の反射び大をくなり低音部び強調されて聴をづ5 くなり 
ます。この場をは置台を使用して床画か5離してください。一般的に 
は、高音用のスピーカー（トウイーター)とリスナーの耳の高さび同じ 
になるよラに設定すると良い結果び得5れます。なお、置台にはス 
ピーカースタンドに P-PM3 日 0) をお勧めします。 

CP-PM3 日日をお使いのときは、落下防止のため、必ずスピーカーシ 

ステムをネジで固定してください。 

詳しくは CP-PM3 日日の取扱説明書をご覧ください。 


取り付け場所、取り付けち法の不備による事故等の責任は当巧で 
は一切負いかねまずのでご了承ください。 


すべ0止めの取り がけかた 


設置する場所に応じて、付属のすべり止めを使巧してください。すべり 
止めは、スピーカーの設置する面の四隅に貼り付けてご使用ください。 
ただし、設置する場所によって、すべり止がの効果び不十分になること 
がありますので、ずべりやすい場所には設置しないでくださし、。 



グ y ルネツトの着脱の しかた 
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■バイワイヤリング接続 

本機はバイワイヤ U ング接続が可能です。スピーカーコードは片 
チヤンネルあにり低音用と高音用のそれぞれに2本使用します。 
低音用と高音用にそれぞれ異なったコードを使用し、変化のある 
音色を楽しむことちでさます。 

1 接続ずるアンプの電源をオフにずる。 


キャビネットのお手入れ 

通常は、柔5かいなでか5おきしてください。ミちれびひどい場含は水 
で己〜目倍に薄めた中性洗剤に柔5かし佈を浸してよく絞ったあと、汚 
れを拭さ取り、そのあと乾いた布でおいてください。アルコール、シ 
ンナ ー、 ベンジン、殺虫剤などび付着すると印刷、塗装などびはばる 
ことびありますのでごを意ください。また、化学ぞラさん等をお使い 
の場合は化学ぞラさん等に付属のま意事項をよ<お読みください。 


2入力端テの 2 本の短結コードをがず。（高音用スピーカーとほ音 
巧スピーカーが分割され る。） 

がした短絡コードは、なくさないように大切に保管してくださし、。 


3入力端子の上側に高音用、下側に憤音用コードをそれぞれ接続ずる。 



4コードを下図のとおりに接続ずる。 

コードの極性を逆にして接続すると、著しく音質を損ないますの 
でごま意ください。 


音のエチケット CP 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になるをのです。隣近所への思い 
や0を十分にいたしましょラ。ステレオの音量はあなたのむびけ次第 
で大きくをルさくもなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすいをのです。夜間の音楽 
鑑實などには特に気を配りましょう。近所への音び漏れないように窓 
を閉め、お互いにむを配り、快い生活環境を守りましょう。 

防な設計について 

本機は、テレビとの近接使用げ可能な防磁設計のスピーカーシステム 
です。設置のしかたによっては、色む5び生じる場合びあります。そ 
の場含は、一度テレビの電源を切り、1日〜3日分後に再びスイッチを 
入れてください。テレビの自己消磁機能により、画面への影響が改善 
されます。その樓わ色む5を発生するよラな場合には、スピーカーを 
さ5に離してご使巧ください。おくに磁石や磁気を発生するものび置 
かれている場合には、本機との相互作用により、テレビに色む5を発 
生する場含びありますので、設置にごま意ください。 




形式 . 位相反転式、ブックシェルフ型防磁設計 (J 曰 TA) 

スピーカー 構成 ... 2ウェイち式 

ウーファー ... 10 cm コーン型 X 2 


形式 . 位相反転式、ブックシェルフ型防磁設計 (J 曰 TA) 

スピーカー 構成 ... 2ウェイち式 

ウーファー ... 10 cm コーン型 X 2 


• 通常の接続に戻ず場合は、ずべてのスピーカーコードを外してか 
5、元のとおり短絡コードを取0付けてください。万一、短絡コー 
ドを紛失した場合は、短く切ったスピーカーコードで代用できま 
す。 

■バイアンプ接続 

さらにグレードの高い接続ち法としてバイアンプ接続がありま 
す。バイワイヤ U ングと同様に入力端子板の短絡コードを完全に 
がした状態で、低音用入力端テには低音専用アンプの出力を、高 
音用には高音専用アンプの出力を接続します。 


高音用アンプ 



トゥイーター ... 2 cm 卜ーム型 

公称インピーダンス . 6 Q 

再生周波数帯域 . 40 Hz 〜4日 kHz 

出力音圧レベル . 84 dB 

許容入力 

最大入力 (J 曰 TA). 100 W 

ク□スオーバー周波数 .4.5 kHz 

がお寸法 . 160 mm (幅） X 己4日 mm 晴さ） x 2曰2 mm (奧行) 

質量 . 8.己 k 旨 （1 個) 

付属品 

スピーカーコード (2 .已 m ) X ] 

すべり止め X ] (セット） 

イ呆証書 X 1 

ご相談窓口のご案内-修理窓口のご案内 X 1 
取扱説明書 

♦ 上記の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することびあります。 


保証期間中（一年間）、および保証期間経過後の修理についてはお 
買い上げの販売ち、または最寄りの当社サービスステーションにご 
相談ください。所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓口のご案 
内•修理窓□のご案内」をご覧ください。なお、本機の補修用性能 
部品の保有期間は、製造巧切後8年間です。 

補修用性能部品とは本機の性能を維持するために必要な部品です。 

















































































































く各窓口へのお問いをわせの時のご注意 > 

市外局番「日日7日」で始まる W フ U- フォン及び「0120」で始まる函フ U- ダイヤルは、 PHS、 
携帯電話などからは、ご使用になれません。 

また、 【一般 電話】は、携帯電話 ■ PHS などか b ご利用巧能ですが、通話料がかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理■お取り扱い〔取り付け•組み合わせなど）については、お買いホめの販売店様へ 
お問い含わせください。 


商品についてのご相談窓口 

• 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請巧について 


カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーフオン） 


受付時間月曜〜金曜日:30〜18:0日、 

±曜■日曜■祝日目;3日〜12:00、 13:00-17:00 

(弊社休業曰は除く） 

•家庭用オーディオ/ビジュアル商品 

■ — 0070-800-81 81 -22 ■-般電話 

〇吕一已4曰巨一呂986 

■ファックス 

03-3490- 己718 


■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ.；>< ー ルマガジン登歸のご案巧-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説日月書をご覧になり、故障かど5かご確認ください。それでち正常に動作 
しない場合は、①型名②ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

参お買い求めの販売店に修理の巧頼び出来ない場合 


修理受付センター 


受付時間月曜〜金曜9:30〜]目:00、±曜.日曜■祝日9:3日〜] 2:00、 13:00-18:00 (弊社休業日は除く） 

■電言畜 函日] 2日一曰一81日28 ■—般電言舌03— 已4目目一2日23 

■ファックス 函 0] 2日一己一8102日 

■インター ネッ トホー ム ぺージ http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネットによる修理受付巧象商品は、家庭巧オーディオ/ビジュアル商品に限りまず 

沖縄 ヴー ビス ステーシヨ ン（沖縄県のみ） 


受付時間月曜〜金曜日:30〜1狂日0 (±曜■日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 

■-般電話 098-879 -1910 

■ファックス 日目8 — 87白一13已2 



部品のご購入についてのご相談窓口 

•部品（付属品、リモコン、取扱説日月書など）のご購入について 


部品受まセンター 

受付時間月曜〜金曜9:3□- 

-18:0日、±曜■日曜-祝曰目:30〜12:日0、 

13:0日〜] 8:00 (弊社休業日は除く） 

■電話 

^0120-5-81095 

■-般電話日己 38-43-11 目1 

■ファックス 

函0]20-已 -8] 096 



平成18年7月現在記載巧容は，予告なくを要させていただくことびありますので予めご了承ください。 V 0 L 019 


© 吕00已パイオニア株式会社禁無断転載 


パイオニア株式会社 感1日 3-86 日4東京都目黒区目黒1了目4番1号 
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